
第２１６回教育研究評議会議事録（要録）  

 令和５．６．１３（火）１５：３２～１６：１７ 

場 所 ： ５ Ｆ １ 会 議 室  

出 席 者 越智，鈴木（由），金子，菅田，津賀，田中，八田，信末，新延，工藤，小澤，岩永， 

丸山（恭），川島，田原，神谷，渡辺，犬丸，石田，小林，高田，丸山（博），関矢，

友澤，松見，永山，鈴木（喜），黒岩，粟井，谷本，紙谷，矢吹，島田（昌），土肥，

石井，東，島田（賢），山崎，寺本  以上 ３９人 

欠 席 者 大段，新福，嶋田 

オブザーバー 

栗栖，野上，竹内，土肥，林，由井，迫田，小池，安達，草原，大久保，長谷川， 

都築，塩満，豊田，多田，村上，新本，加藤，西村，河村，山下，畑尾，原，寺田，

小松﨑，中神 

（前回議事要録の確認） 

 

（議事） 

１．大学機関別認証評価自己評価書について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙１ 

（学長提案・山崎評価委員会委員長説明） 
 

学校教育法の規定に基づき，教育研究，組織運営等の状況に関し，７年以内ごとに文部科学大
臣が認証する評価機関による評価を受けるため，各組織において基準毎に点検・評価を行い，本
学評価委員会の全学的な観点からの意見を踏まえ，取りまとめた「大学機関別認証評価自己評価
書」について提案・説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，役員会へ付議することとし
た。 

 

２．法科大学院認証評価自己評価書について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙２ 

（学長提案・小林大学院人間社会科学研究科長説明） 
 
学校教育法の規定に基づき，専門職大学院を置く大学として，教育研究，組織運営等の状況に

関し，５年以内ごとに文部科学大臣が認証する評価機関による評価を受けるため，大学院人間社
会科学研究科実務法学専攻において基準毎に点検・評価を行い，本学評価委員会の全学的な観点
からの意見を踏まえ，取りまとめた「法科大学院認証評価自己評価書」について提案・説明があ
り，審議の結果，原案のとおり承認し，役員会へ付議することとした。 

 
３．評価委員会委員の選出について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙３ 

（学長提案・説明） 
 
任期満了等に伴う評価委員会委員の選出について提案・説明があり，審議の結果，原案のとお

り承認した。 

 

４．呉市，国立大学法人広島大学，海上保安大学校及び公益財団法人笹川平和財団の 

呉市・広島大学 Town & Gown 構想の推進に向けた海洋・海事の国際的拠点の形成等に 

関する協定について  －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙４ 

（学長提案・金子理事・副学長（グローバル化担当）説明） 
 
Town & Gown 構想の広島県内の自治体への展開の取組として，呉市と Town & Gown 構想を推進

し，アジアにおける新たな海洋・海事の拠点形成を目的として，呉市，国立大学法人広島大学，
海上保安大学校及び公益財団法人笹川平和財団の４者による協定を締結することについて提案・
説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

 

 



５．研究活動に係る不正行為の防止及び対応に関する規則の一部改正について －－－－ 別紙５ 

（学長提案・菅田理事・副学長（研究担当）説明） 
 
捏造や改ざん等の特定不正行為以外の，二重投稿や不適切なオーサーシップ等の不正行為等へ

の対応に伴う，広島大学における研究活動に係る不正行為の防止及び対応に関する規則の改正に
ついて提案・説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

６．定年延長の実施に伴う就業規則の改正について －－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙６ 

（八田理事（財務・総務担当）提案・説明） 
 
定年延長の実施に伴う就業規則の改正について提案・説明があり，審議の結果，定年延長対象

者の配置や研修に係る提案を役員会で行うことを条件として承認し，各事業場の過半数代表から
の意見書を添えて，役員会へ付議することとした。 
（主な改正内容） 

  定年年齢の段階的な引き上げ，役職定年制の導入，61 歳年度以降の給与７割水準支給，    
退職手当の算定の見直し，定年前退職者のパートタイム雇用制度の導入 

  

（報告） 

１．「ひろしま好きじゃけんコンソーシアム」の社団法人化に伴う体制について －－－ 資料１ 

（田原副学長（産学連携担当）報告） 

 

令和５年３月 23 日開催の第 369 回役員会で設立が承認された一般社団法人ひろしま好きじゃ

けんコンソーシアムの体制について報告があった。 

 

２．共同研究講座の設置について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 資料２ 

（学長及び高田大学院先進理工系科学研究科長報告） 

 

広島大学共同研究講座及びグローバル共同研究講座規則に基づき，令和５年７月１日付けで設

置を決定した共同研究講座について報告があった。 

（設置）先進セルロース材料共同研究講座 

 

３．各種表彰等の受賞者について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 資料３ 

（学長報告） 

 

  各種表彰等の受賞者について報告があった。 

 

以上（資料添付略） 

 


